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降雨経過に伴う雨水のpHと電気伝導度の変化
木 村 和 義 ･田中九重美 ･則 武 知 夫
緒 言
近年,降雨水の慣性化によって,自然環境,膿作物に種々の影鞘を与えていることが世





























型)を用いて行った.雨水採水器はnt/i径 355mm の硬JBJヵラス製ロートで雨を受け,桐 丘
1mm ごとに雨水 100ccを採水ビンに採水するようになっている.採水ビンは フロー ト
式 輔有水するとフロートが上がり栓をして,次の採水ビンに雨水を蓄えるようになってい





び pHを測定した,ECの洲促 には,兼並電波=菜製の白金黒電極セル式唱導度計 (CM-
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各両立 区分で の pHの平均値
は,pH4,46-4.52の問 にあっ
て,区分による差:まみL;)れなかっ









ため,1mm 日の pH と2mm 日
以降の雨水の pH との朗緒を図ホ
したのが Fig.3である. この凶
においては,状軸 に 1mm 日の
pHを,縦鰍 こ2-5mm 目のPH
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1mm 日では40-50JS/cmでちり,21Tlm Fj以肺でけ10-20FLS/cm ctAi.().1祁 Jか推
むにつれて30JLS/CITllJ｣二の ECのLLJ.現頻健か少なくたる帆J'jJがみられた.
各内証一区分でのECの平均値も1mm 日では56FLS/cm と出も高く,2mmElで31JLS/
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に 1mm 目の ECが 低い値 を示し






















は人災中の諸成分がl鋸 -1･が 降 り続 くにつ′～して waSh10utされた縦架7:'あると考えられて
いる,
3.pHとECと の関係
各･FTJ･畳区分での pHとECと¢欄 係 を 小した u:,がFig･7 であ る･pHと EC との仙 こほ






































一雨ごとの降雨水の pHとECL'1mm ことJ)旭IJl伯より算.'liLL pHとAECu)(粧 r
各雨足区分の他をliftj蛙について力‖屯平均して}求めた (Fig･8)･
一雨ごとの PHの披大の出現頻攻は pH4.0-4.5にLL-)れ,観測期は1に おける般低値
は pH3,24,1は.I帥 LPH6.74,両抜加BT_平均値 は PH4･38であった. これを 10年前 〟)
1972-1976咋に同桝で行った硯il脚青果4)と比･較すると,前JnJの pHは最低値3･6, 柚 ■h(Lli














































のPH.ECの測定を行い,その 1mm ごとの降雨経過に伴 う変化を検討した.




2)降 り始めとその後の降雨の PHとの踊孫を検討した結果,降 り始めの pH値の低い
降雨はその後の降雨ではそれより高いPH仲を,i(L,迎に降 り始めの pH値の1.領 ､降雨は
その後それより低い情Jk'Tl'十帆17]が.I7JJ'た.
3) ECのJlJ.覗,軌賃は,1mm t]では 40-50/⊥S/cmの階級で もっとも多 く,2mm L:l
以降では10-20/JS/cmの肝紋で5,かった. また各閃iJTIA分でのECの乎Jy:JIJ廿土1mmR
で56〃.S/cm ともっとも高 く,2mm llで,31pS/cm,3mm[十で26ノ⊥S/cm.4mm 臼以
降では22-23/⊥S/cmと両が降り進むにともflって淋少した.
4) pHとECとVjl抑二は. どの(､何姐_<-_/tでも'打意な相関関係が7*lこ,九,鯛が陣 り進む
とともに高い相関がみL))1た.
5) 一間ごとの雨水の pHの雨鬼加jItlp-･y-細山 4.38であり, また pH5.6以 卜V-)恨性
雨4.t総観測Lr,l数の96%に止した.ECについては そrn､P均佃 よ19.3/⊥S/C11で(-LJ,り,紘
観測教の約50%が 10-3UJ⊥S/cmの値,irJ示した.
また雨億が 少ないとき, 雨水の pHは3から7まで♂)広い穐朋の他のものが 出現する
れ 雨Iri:が多いときにはーpH4-5の狭い相聞に限られ 変動が少なかった.雨水のEC





3･木村和鼠 1984.両とru'1物反応に榊す7,研究 (Ⅶ)降雨ki雌後の_li等の障頂と生長隅甘 地Yl'<(
魚40:133-139.



































56FLS/cnlil一thelstmnlOfralnfaH,31FLS/cm in2ndmm,26Its/crn Ln3rdmm md






pHvalLIelowerthan5.6,wasobsCr､'ed on(36% olthetotalsampJesln lndLVldlこ1
rainfauevents.WhentheLln10unLolraillal】＼vassmaH,[hepHvaluesofrainlVater
variedwidelyFI･0113to7,butrh(･pHvLllups､vereconfilCdtoarelativenarrowTa叩e
from4to5lvhenamoLlll0(raLnral ＼m Slarge.EC Ellsovaried widely when the
,lmOuntOfi-ainf(lH u′:lSSmal.andvarleLlliLtlL･＼VJlen川eanlOunlofr'llnrL11WZlSlarge.
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